
特産野菜の環境保全型省力生産技術の開発
（ニンジンの局所施肥技術の開発）

ニンジン栽培において、緩効性肥料を利用し、施肥位置を改善することにより、

慣行の施肥量の３０％を削減しても同等の収量が得られました。

さらに、この局所施肥技術を行うための簡易な歩行型施肥同時播種機を試作し、

ニンジンの施肥及び播種作業が省力化されました。

１ 局所施肥による施肥量削減技術

緩効性肥料（ＬＳＰ）を播種位置から３ｃｍ、地表から深さ10ｃｍに局所施肥することに

より慣行施肥より30％削減しても同等の収量が得られました。

２ 歩行型

施肥同時播種機の試作と現地実証

緩効性肥料を局所施肥するための歩行型施肥同時播種機を試作し、現地においてニンジン

の施肥及び播種作業の省力化が実証されました。
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（園芸研究所 露地野菜担当 TEL 049-285-2206）

図１ 播種位置からの距離とニンジンの生育
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図２ 施肥位置の深さとニンジンの生育
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図３ 施肥同時播種機利用とニンジンの生育
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